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梅干とズッキーニ
を食べよう

梅干は最高の天然抗生物質！
梅干のすごいところは、悪玉菌だけを殺菌して善

玉菌は活性化する機能があるとの事。梅に含まれる
抗酸化物質であるクエン酸には、疲労回復効果や動
脈硬化予防に役立つといわれています。ウリ科カボ
チャ属のズッキーニもカリウムやカロテン、ビタミ
ンＣなどを含む栄養豊富な野菜です。
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の
体
操

県
内
広
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誌
共
通
企
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こ
ん
な
と
こ
あ
り
ま
ス
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ト

18

読
者
の
広
場

雪
月
花

・ズッキーニ
150ｇをいち

ょう切りにし
、塩を

ひとつまみふ
って少しおく

・魚肉ソーセ
ージ1本（30

ｇ）もいちょう
切り

にする

・梅肉10ｇ
、マヨネーズ

20ｇ、砂糖5
ｇを混

ぜ合わせる

・ズッキーニ
を塩もみして

水分をよく絞
り、魚

肉ソーセージ
一緒に混ぜ合

わせて器に盛
り

出来上がり！

～ズッキーニの梅マヨ和え～
簡単！

©よい食P

紀
の
川
梅
干
は
、美
味
し
い

減
塩
梅
干
で
す
♪

６
月
中
旬
に
漬
け
込
み
が

始
ま
り
ま
す
。
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組
む
と
と
も
に
、契
約
栽
培
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
・
輸
出
等
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多

様
化
へ
の
対
応
と
産
直
店
舗
・
ネ
ッ
ト
販

売
等
、市
場
外
流
通
の
強
化
に
よ
る
農
家

所
得
の
向
上
安
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

J
A
運
営
面
に
お
い
て
は
、農
協
法
に

適
応
し
た
役
員
選
任
を
行
い
、さ
ら
な
る

「
自
己
改
革
」を
進
め
る
と
と
も
に
、組

合
員
と
の
対
話
を
強
化
し
ま
す
。併
せ

て
、支
所
特
性
や
組
合
員
・
利
用
者
目
線

で
の
事
業
の
取
り
組
み
も
強
化
し
ま
す
。

ま
た
J
A
経
営
面
に
つ
い
て
は
、日
銀

の
コ
ロ
ナ
対
応
の
追
加
緩
和
も
あ
り
低

金
利
環
境
の
長
期
化
に
よ
る
利
ざ
や
の

縮
小
に
よ
る
経
営
収
支
の
悪
化
が
見
込

ま
れ
る
な
か
、J
A
が
将
来
に
わ
た
り
農

業
・
地
域
を
支
え
る
組
織
と
し
て
役
割
を

発
揮
し
て
い
く
た
め
に
、県
1
J
A
の
研

究
促
進
と
総
合
力
を
活
か
し
た
事
業
伸

長
対
策
の
強
化
と
と
も
に
、営
農
・
購
買

拠
点
セ
ン
タ
ー
の
早
期
実
現
に
よ
る
生
産

コ
ス
ト
低
減
と
機
能
強
化
に
加
え
、さ
ら

な
る
効
率
化
・
合
理
化
に
よ
り
J
A
経
営

基
盤
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅱ
事
業
方
針
お
よ
び

事
業
実
施
計
画

１ 

営 

農 

部 

門

1
事
業
方
針

取
り
組
み
２
年
目
を
迎
え
る
「
ね
ば

る
運
動
」
で
は
、
J
A
共
済　

地
域
・

農
業
活
性
化
積
立
金
活
用
に
よ
る
、
土

Ⅰ
基
本
方
針

我
が
国
経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
悪
化
が
避
け

ら
れ
ず
、収
束
後
も
景
気
シ
ナ
リ
オ
は

厳
し
い
見
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
政
面
で
は
、1
月
に
発
効
さ
れ
た
日

米
貿
易
協
定
等
国
際
化
の
進
展
に
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
政
府
の
農
協
改
革
は
、農
協
経
営

の
持
続
性
確
保
に
懸
念
を
示
す
と
と
も

に
、将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
J
A
経

営
が
で
き
る
よ
う「
経
済
事
業
の
収
支

改
善
」に
取
り
組
む
べ
き
経
営
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。今
後
さ
ら
な
る

自
己
改
革
の
成
果
と
取
り
組
み
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
内
環
境
は
、労
働
人
口
の
減
少
・
高

齢
化
が
進
み
、さ
ら
に
耕
作
放
棄
地
等

が
進
行
す
る
こ
と
が
見
通
さ
れ
る
な

か
、農
業
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
て

の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
令
和
2
年

度
は
、和
歌
山
県
J
A
大
会
決
議
の「
魅

力
あ
る
力
強
い
農
業
」と「
豊
か
な
地
域
」

の
実
現
を
踏
ま
え
、J
A
紀
の
里
第
7
次

中
期
3
カ
年
経
営
計
画
の
2
年
度
目
と

し
て
、次
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
面
で
は
、農
業
振
興
計
画
の
実

現
と
紀
の
里
ブ
ラ
ン
ド
維
持
を
図
る
た
め

「
ね
ば
る
運
動
」の
強
化
と
無
料
職
業
紹

介
所
・
Ｊ
Ａ
の
農
業
経
営
に
よ
る
農
家
支

援
や
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り

令和2年度 事業計画（案）

重 点 項 目
１. 地域農業の振興による農業者の所得増大、農業生産の拡大
２. 地域活性化への取り組みによるJAの存在意義、知名度の向上
３. 農業を核とした事業展開による組織結集力の向上と経営安定化
４. 経営収支の維持・確保対策による経営基盤強化
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活
動
の
展
開

⑵
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
と
元

気
な
高
齢
者
に
向
け
た
活
動
の
展
開

３ 

販 

売 

部 

門

1
事
業
方
針

農
業
所
得
の
増
大
を
め
ざ
し
、
変
化

す
る
消
費
動
向
・
流
通
構
造
に
対
応
す

る
た
め
、
大
型
周
年
供
給
産
地
の
強
み

を
活
か
し
た
有
利
販
売
、
輸
出
・
契
約

的
取
引
の
拡
大
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に

基
づ
い
た
商
品
開
発
等
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
機
能
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
核
と
し
た
直
販
・
買
取
り
販
売
体

制
の
強
化
に
よ
り
多
様
な
販
売
方
式

を
確
立
す
る
と
と
も
に
付
加
価
値
化

に
よ
る
紀
の
里
農
業
の
魅
力
発
信
と

農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
い
た
販
売

戦
略
の
構
築

⑵
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
核
と

し
た
都
市
と
農
村
の
交
流
強
化

⑶
営
農
部
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
者
組

織
の
活
性
化
と
共
販
拡
大

⑷
農
産
物
選
果
・
流
通
コ
ス
ト
の
低
減

と
販
売
事
業
を
担
う
人
材
育
成

４ 

購 

買 

部 

門

1
事
業
方
針

生
産
資
材
で
は
、
農
業
所
得
増
大
及

び
農
業
生
産
拡
大
を
目
指
し
、
低
コ
ス

ト
資
材
及
び
労
力
軽
減
資
材
の
取
扱
拡

大
と
価
格
の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
す
。

生
活
資
材
で
は
、
暮
ら
し
と
健
康
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
展
開
と
地
場
産
米
・

⑵
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
基
本
と
す
る
農
業

生
産
の
拡
大
と
農
業
者
所
得
の
増
大

⑶
農
業
経
営
支
援
活
動
の
強
化

⑷
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図
る
体

験
交
流
事
業
の
拡
充

２ 

生 

活 

部 

門

【
生
活
事
業
】

1
事
業
方
針

「
く
ら
し
の
活
動
」
を
通
じ
、
組
合

員
や
地
域
住
民
の
く
ら
し
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
組
合
員

の
み
な
ら
ず
Ｊ
Ａ
活
動
に
参
加
参
画
す

る
人
々
の
輪
を
広
げ
、
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と

と
も
に
、「
食
と
農
、
地
域
と
J
A
を

結
ぶ
」
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
活
動
の
展
開

⑵
女
性
会
活
動
の
拡
充
・
活
性
化
支
援

の
実
施

【
介
護
事
業
】

1
事
業
方
針

組
合
員
や
地
域
住
民
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
と
地
域
と
の

繋
が
り
を
強
化
し
、
地
域
の
役
割
を
担

う
高
齢
者
福
祉
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
と

し
て
機
能
す
る
介
護
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
介
護
保
険
事
業
を
含
む
高
齢
者
福
祉

壌
改
良
資
材
購
入
に
対
す
る
助
成
事
業

を
展
開
し
、
根
張
り
の
良
い
土
作
り
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産
販
売
組
織

と
一
体
と
な
っ
た
第
７
次
農
業
振
興
計
画

の
着
実
な
実
践
を
通
じ
、
地
域
農
業
の

振
興
と
農
業
所
得
の
向
上
を
実
現
し
ま

す
。
地
域
農
業
の
補
完
機
能
と
し
て
新

た
に
開
始
し
た
J
A
に
よ
る
農
業
経
営

を
通
じ
、
農
作
業
の
受
託
や
生
産
量
の

安
定
確
保
、
農
業
体
験
の
受
入
等
を
行

い
農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
優
良
農
地
の
保
全
と
農
業
担
い
手
対

策
の
強
化

※「ねばる運動」とは、①作物
生育の基本である根張りの良い
土作り　②粘り強い産地の構築
③どんな困難にも諦めない精神

（never give up）、これらを目的に
取り組む運動を意味しています。
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度
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
内
部

牽
制
機
能
の
強
化
と
安
定
的
な
経
営

基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
総
合
保
障
の
提
供

⑵
次
世
代
・
組
織
と
の
つ
な
が
り
強
化

⑶
農
と
地
域
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立

Ⅲ
運
営
方
針

１ 

総
合
企
画
部
門

1
基
本
方
針

Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
活
か
し
た
事
業

伸
長
対
策
の
強
化
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
協
同
組
合
活
動
の
た
め
経
営
収

支
の
維
持
・
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。 

さ
ら
に
、
支
所
を
拠
点
と
し
た
活
動
や

事
業
を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
の
社
会
的
存
在
意

義
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
第
29
回
和
歌
山
県
J
A
大

会
で
の
決
議
に
基
づ
き
進
め
て
い
る

「
県
１
J
A
合
併
を
前
提
と
し
た
組
織

体
制
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

研
究
を
深
め
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
施
設
機
能
の
見
直
し
と
事
業
体
制
の

仕
組
み
づ
く
り

⑵
組
合
員
活
動
の
活
性
化
と
地
域
貢
献

活
動

⑶
情
報
発
信
、
広
報
機
能
の
強
化

⑷
経
営
管
理
機
能
と
内
部
管
理
体
制
の

強
化

⑸
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
と
人
材
育
成

県
内
産
果
汁
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
営
農
・
購
買
拠
点
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と
労
力
軽
減

⑵
渉
外
体
制
と
購
買
窓
口
対
応

⑶
農
機
の
利
便
性
向
上
と
収
支
改
善

⑷
環
境
に
即
し
た
生
活
資
材
の
提
供

⑸
営
農
購
買
３
拠
点
セ
ン
タ
ー
構
想
の

実
現５ 

金 

融 

部 

門

1
事
業
方
針

総
合
事
業
の
強
み
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
組
合
員
・
利
用
者
と
の
接
点
強
化

に
よ
り
利
用
者
満
足
度
の
向
上
を
図

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
金
融
機
関
と
し

て
の
存
在
を
確
立
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
事

業
運
営
と
内
部
管
理
態
制
強
化
に
よ

り
安
定
的
な
経
営
基
盤
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
業
務
取
扱
見
直
し
に
取

り
組
み
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
農
業
関
連
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

⑵
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
の
実
践

⑶
健
全
性
・
収
益
の
確
保

６ 

共 

済 

部 
門

1
事
業
方
針

「
の
う
ぎ
ょ
う
・
ひ
と
・
い
え
・
く

る
ま
」
の
総
合
保
障
を
通
じ
て
、
組
合

員
・
利
用
者
の
生
活
に
安
心
と
満
足

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
地
域
・
農
業

活
性
化
積
立
金
を
活
用
し
、
く
ら
し

や
営
農
へ
の
貢
献
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
環
境
変
化
に
即
し
た
効
率
的

な
事
務
体
制
に
よ
り
、
利
用
者
満
足

（
令
和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）よ
り
一
部
抜
粋
）

J
A
の
事
業
計
画（
案
）は
６
月
20
日

に
開
催
す
る「
通
常
総
代
会
」で
審
議
さ

れ
決
定
と
な
り
ま
す
。

そ
の
前
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
読
ん

で
い
た
だ
き
、意
見
や
要
望
が
あ
れ
ば

地
区
の
総
代
さ
ん
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

２ 

監 

査 

部 

門

1
基
本
方
針

Ｊ
Ａ
の
健
全
経
営
・
信
頼
性
の
維
持

向
上
と
不
祥
事
未
然
防
止
の
た
め
に
、

内
部
監
査
機
能
の
強
化
と
内
部
統
制
の

定
着
及
び
監
査
品
質
の
向
上
を
図
り
、

監
事
監
査
・
会
計
監
査
人
監
査
等
と
連

携
し
効
率
的
か
つ
有
効
的
な
内
部
監
査

を
実
施
し
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
内
部
監
査
機
能
の
強
化

⑵
内
部
統
制
の
定
着

⑶
監
事
監
査
・
会
計
監
査
人
監
査
等
と
の

連
携
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支所だより
News from branch offices

紀
の
里
の
各
地
域
で
は
、季
節
ご
と
に
地
域
性
を
活
か

し
た
、当
地
な
ら
で
は
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
も
、各
地
か
ら
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

桃山支所では、今年も恒例のグリーンのカーテンを
始めました。支所金融店舗入り口にプランターのゴー
ヤを置き、ネットを張って育て始めました。
今はまだ小さいですが、すぐに伸びて厳しい日差し

から守ってくれるでしょう。
水やりを欠かさず、大切に育て、立派なグリーン

カーテンに仕上げたいと思っていますので、桃山支所
へご来店の際は是非ご覧ください。
支所前の花壇も季節の花でいっぱいにして、皆さん
のお越しをお待ちしています。

グリーンカーテン
始めました

桃 山
支 所

水稲苗の栽培にあたり、太陽シートの講習会を開催
しました。
太陽シートは、アルミ層が太陽光の入射を適度にさ

えぎりシート下の温度上昇を抑えます。また、夜間の
保温効果と終日の防乾効果もあります。
育苗にあたり注意点等の説明を行い、太陽シートで
育苗した苗を最後にみんなで確認しました。

今年もおいしいお米を
作ります

打 田
支 所

ＪＡ紀の里は4月22日、Ｎ95対応マスク
を紀の川市役所と那賀振興局岩出保健所に贈
呈しました。吉田組合長と松浦専務、大原常
務、岩上常務、山中監事が、紀の川市の中村
市長と那賀振興局の川端局長に手渡しました。
マスクは紀の川市役所と那賀振興局岩出保
健所を通じて、管内の医療機関に配布され、
公立那賀病院では栗山事務局長が受け取りま
した。

中村市長の「先が見えない状況の中で、医
療用のマスクの寄付は有難い」との謝辞に対
し、吉田組合長は「新型コロナウイルス感染
症拡大防止に、ＪＡとして少しでも貢献した
い」と話しました。

医療用マスクで地域貢献
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野菜の世話がんばります！那 賀
支 所

貴志川支所管内では、千両茄子の出荷が始まっ
ています。
茄子には、ナスニンと呼ばれる栄養素が含まれて
おり、眼精疲労の緩和にも効果があると言われてい
ます。
また茄子は夏バテ解消に食される事もあります。
茄子は様々な料理にも使うことの出来る野菜でも
あるので、これからの暑い夏を乗り切る為に、皆さ
んも茄子を食べて頑張りましょう。

採れたて茄子で
暑さを乗り切ろう

貴志川
支 所

4月20日、岩出支所購買課前で太陽シート説明会
を行い、みなさん熱心に説明を聞いてくださいました。
太陽シートは苗箱を積み込むことなく初めから地面

に並べ、その上に太陽シートをベタ掛け被覆して、保
湿・防乾し出芽させる省力的な育苗法です。
来年も行う予定です。興味のある方は是非参加して

ください。

太陽シート説明会岩 出
支 所

５月１３日、川原事業所内の柿選果場にて令和2年
度産の水稲苗の播種作業が行われました。
朝早くから夜遅くまで営農担当者、県農担当者、

メーカーが中心となってもみ種の種子消毒から始ま
り浸種作業を経ての作業となりました。
キヌヒカリ、きぬむすめ、ヒノヒカリの３品種を中心

に育苗箱で約１万６千枚の播種作業を行いました。
今年も美味しいお米がたくさん出来る事を楽しみ

にお待ち下さい。
秋の収穫時期が待ち遠しいですね。

粉 河
支 所

令和２年度
水稲育苗播種作業

名手保育園と那賀支所職員合同で保育園内に野菜
を植えました。いつもは子供たちと一緒になり、賑や
かな種まきになる予定でしたが、コロナウイルスの影
響により、子供たち抜きで植えることになりました。
しかし、子供たちにはトマト、キュウリ、ピーマン、じゃ
がいも、ニンジンの5種類の野菜とひまわりを先生の
合図で、「はやくすくすく育って」という思いをこめて
子供たちが水やりを元気よく行っています。
野菜とひまわりの世話をするとともに子供たち自身

もすくすくと育っています。
また、子供たちは野菜が育ち、食べることを楽しみ
にしてます。
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水
　
稲

田
植
え
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

除
草
剤
散
布
時
の
浅
水
に
よ
る
薬
害
、効
果

不
足
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
土
壌
改
良
剤（
10
ａ
当
た
り
）

米
土
つ
く
り
……
…
…
…
…
…
…
…
…
100
㎏

●
元
肥

・
普
通
栽
培

燐
加
安
44
号
……
…
…
…
…
…
…
…
…
40
㎏

・
省
力
栽
培

早
生
品
種（
コ
シ
ヒ
カ
リ
、キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、ミ
ネ
ア

サ
ヒ
、イ
ク
ヒ
カ
リ
な
ど
）

ら
く
だ
君
200
早
生
用
……
…
…
…
…
…
45
㎏

又
は

エ
ム
コ
ー
ト
489
早
生
用
……
…
…
…
…
…
45
㎏

晩
生
品
種（
ヤ
マ
ヒ
カ
リ
・
日
本
晴
・
き
ぬ
む

す
め
・
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
・
に
こ
ま
る
な
ど
）

ら
く
だ
君
200
中
晩
生
用
……
…
…
…
…
45
㎏

又
は

エ
ム
コ
ー
ト
489
中
晩
生
用
……
…
…
…
…
45
㎏

※
省
力
栽
培（
一
発
肥
）は
早
く
て
も
田
植
え

７
日
前
以
降（
～
田
植
え
時
）に
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。

元
肥
は
前
作
で
肥
料
が
残
って
い
る
と
思
わ
れ

る
場
合
は
減
量
し
て
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

●
防
除

い
も
ち
病
・
ウ
ン
カ
類
・
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム

シ
の
防
除（
箱
処
理
剤
）と
し
て
、移
植
３
日
前

～
移
植
当
日
に
ビ
ル
ダ
ー
フ
ェル
テ
ラ
チ
ェ
ス
粒
剤

（
50
ｇ
／
１
箱
）の
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

紋
枯
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
園
地
で
は
、

ビ
ル
ダ
ー
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
粒
剤
に
変
え
て
ビ
ル

ダ
ー
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
Ｇ
Ｔ
粒
剤
を
同
じ
要
領

で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

散
布
後
、軽
く
払
っ
て
十
分
に
水
や
り
し
、薬

剤
を
培
土
の
上
に
落
ち
着
か
せ
ま
し
ょ
う
。

田
植
え
後
、７
月
上
旬
～
下
旬
に
紋
枯
病
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
園
地
で
は
、バ
リ
ダ
シ
ン
液

剤
５ 

1000
倍（
収
穫
14
日
前
／
５
回
）を
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

い
も
ち
病
発
生
園
で
は
、ト
ラ
イ
フ
ロア
ブ
ル 

1000
倍

（
収
穫
14
日
前
／
２
回
）を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草
剤

田
植
え
後
、次
の
３
剤
の
い
ず
れ
か
を
、そ
れ

ぞ
れ
の
剤
の
使
用
基
準
に
準
じ
て
雑
草
発
生
前

に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

①
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
１
キ
ロ
粒
剤
51
……
１
㎏
／
10
ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
／
１
回
）

②
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
ジ
ャ
ン
ボ
……
10
個（
500
ｇ
袋
）／
10
ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
／
１
回
）

③
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
フ
ロ
ア
ブ
ル
…
…
…

500
㎖
／
10
ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
／
１
回
）

除
草
剤
散
布
後
７
日
間
は
落
水
、か
け
流
し

を
せ
ず
、水
深
３
～
５㎝
程
度
を
保
つ
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。処
理
後
減
水
す
る
よ
う
な
場
合

は
静
か
に
水
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

特
に
ジ
ャ
ン
ボ
剤
を
使
用
の
際
、浅
水
に
よ
る

拡
散
不
良
が
原
因
の
薬
害
が
発
生
し
や
す
い
た

め
、水
深
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
散
布
前
の
ウ
キ
ク
サ
類
、藻
類
の
発

生
時
は
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤（
３
㎏
／
10
ａ
）を
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
施
用
後
、あ
る
程
度
の
水
深
を
保
た
な

い
と
効
果
が
劣
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
３
剤
で
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、サ

ン
パ
ン
チ
１
キ
ロ
粒
剤 

１
㎏
／
10
ａ（
移
植
後

15
日
～
収
穫
60
日
前
／
１
回
）

ア
ト
カ
ラ
Ｓ
ジ
ャ
ン
ボ
Ｍ
Ｘ
…小
包
装
20
個（
500

ｇ
）／
10
ａ（
移
植
後
14
日
～
収
穫
45
日
前
／
１

回
）を
中
干
し
ま
で
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

代
か
き
を
均
一
に
行
い
田
植
え
後
１
週
間

は
浅
水
管
理
と
し
、食
害
被
害
を
抑
え
ま
し
ょ

う
。ま
た
次
の
２
剤
の
い
ず
れ
か
を
田
植
え
後

す
ぐ
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

①
キ
タ
ジ
ン
Ｐ
粒
剤
…
…
…

３
～
５
㎏
／
10
ａ

（
食
害
防
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。）

②
ジ
ャ
ン
ボ
た
に
し
く
ん
……

１
～
２
㎏
／
10
ａ

（
殺
貝
効
果
が
あ
り
ま
す
。）

※
水
取
り
口
と
排
水
口
か
ら
の
侵
入
が
多
い
た

め
、重
点
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
中
干
し

条
間
の
水
面
が
や
や
上
か
ら
見
え
る
う
ち

（
田
植
え
後
約
30
日
）に
、土
表
面
が
軽
く
ひ

び
割
れ
る
程
度（
約
７
日
間
）に
中
干
し
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
中
干
し
時
の
除
草

前
期
除
草
剤
で
効
果
が
発
揮
で
き
ず
、ホ
タ

ル
イ
・
ク
ロ
グ
ワ
イ
な
ど
の
発
生
が
み
ら
れ
る

場
合
は
、落
水
し
て
か
ら
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ

Ｅ
液
剤
１
ℓ
を
水
100
ℓ
に
溶
き
、雑
草
に
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
散
布
後
３
日
間
は
水
を

入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ
液
剤
は
収
穫
50
日
前

ま
で
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

野
　
菜

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

イ
チ
ゴ

育
苗
期
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、現
在
の
品
種
は

炭
そ
病
に
弱
い
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

炭
そ
病
は
、風
雨
や
強
い
か
ん
水
に
よ
り
感

染
株
か
ら
隣
接
す
る
株
に
伝
染
し
ま
す
。

ま
た
、感
染
し
た
株
や
葉
を
土
中
に
す
き
込
む

と
長
い
期
間
土
中
に
残
り
感
染
源
と
な
り
ま
す
。

効
果
的
な
育
苗
方
法
と
し
て
雨
よ
け
や
ベ
ン

チ
ア
ッ
プ
育
苗
等
あ
り
ま
す
が
、最
低
限
ド
ロ

は
ね
を
軽
減
す
る
対
策
が
必
要
で
す
。薬
剤
防

除
と
し
て
育
苗
期
か
ら
の
予
防
的
な
防
除
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

●
防
除

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
…
…
…
…
…
…
…
500
倍

（
育
苗
期 

50
㎖
～
100
㎖
／
株 

か
ん
注 

３
回
以
内
）

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
……
…
…
…
…
600
倍

（
仮
植
え
期 

収
穫
76
日
前 

６
回
以
内
）

防
除
に
あ
た
っ
て
は
、農
薬
の
安
全
使
用
基

準
を
守
り
、散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…

果
菜
類

（
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
）

６
月
に
入
り
温

度
が
上
昇
す
る
に

つ
れ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な

ど
の
害
虫
が
、ま

た
雨
が
多
く
な
る

と
病
気
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。

防
除
薬
剤
は
、表

１
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

薬
害
は
、植
物

内
の
水
分
が
不
足

し
、高
温
に
な
る

と
き
に
薬
剤
散

表1.
対象病害虫 アブラムシ類 アザミウマ類 甲虫類 ヨトウ類 うどんこ病

薬剤名 モベント
フロアブル ウララ DF コテツ

フロアブル
スタークル
顆粒水溶剤

ディアナ
SC

アフェット
フロアブル

な　す 倍　数 2000 2000 2000 2000 2500 2000
日 / 回 1／3 1／3 1／4 1／2 1／2 1／3

トマト
ミニトマト

倍　数 2000 2000 2000 2000 2500 2000
日 / 回 1／3 1／3 1／3 1／2 1／2 1／3

きゅうり 倍　数 2000 2000 2000 2000 2500 2000
日 / 回 1／3 1／3 1／3 1／2 1／2 1／3

ピーマン 倍　数 2000 2000 2000 2000 2500 2000
日 / 回 1／3 1／2 1／2 1／2 1／2 1／3
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布
し
た
場
合
、ま
た
は
日
差
し
が
き
つ
い
と
き
に

薬
液
が
レ
ン
ズ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、発

生
す
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

柑
　
橘

５
月
の
開
花
時
期
を
過
ぎ
、６
月
は
幼
果
と
新

梢
の
養
分
競
合
に
よ
る『
生
理
落
果
』と
、果
実
の

細
胞
数
が
決
ま
る『
細
胞
分
裂
』の
時
期
に
な
り

ま
す
。第
一
次
の
生
理
落
果
は
満
開
後
20
～
30

日
頃
で
、第
二
次
生
理
落
果
は
満
開
後
40
日
頃
な

の
で
、今
月
中
下
旬
か
ら
粗
摘
果
を
始
め
ま
す
。

ま
た
、梅
雨
時
期
は
高
温
多
湿
の
気
象
条
件

で
、黒
点
病
や
ダ
ニ
類
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
な
ど

の
病
害
虫
の
重
要
な
防
除
時
期
と
な
り
ま
す
。

急
な
天
候
の
変
化
に
注
意
し
て
計
画
的
に
管

理
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
摘
果

着
果
の
多
い
樹
は
新
葉
が
少
な
い
の
で
、早
期

に
内
成
り
果
や
ス
ソ
成
り
果
の
粗
摘
果
を
行
っ

て
着
果
負
担
を
軽
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
着
果
多
樹
】は
、粗
摘
果（
６
月
～
）は
50
％
程

度
行
い
着
果
負
担
を
軽
減
す
る
。仕
上
げ
摘
果

（
８
月
下
旬
～
10
月
）・
樹
上
選
別（
10
月
～

収
穫
）で
残
り
の
50
％
行
い
品
質
を
揃
え
る
。

【
着
果
中
程
度
の
樹
】は
粗
摘
果（
７
月
主
体
）

で
20
％
程
度
行
い
、仕
上
げ
摘
果
・
樹
上
選
別

で
残
り
の
80
％
を
行
う
。

人
の
手
で
摘
果
す
る
時
間
が
無
い
と
き
は
、薬

剤
に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

『
間
引
き
摘
果
』満
開
か
ら
50
日
後
ま
で
に
、

フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
の
2000
倍
を
散
布
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
間
引
き
摘
果
が
で
き
ま
す
。

効
果
的
な
散
布
は
、み
か
ん
が
生
理
落
果
を
し

て
い
る
時
で
、気
温
が
高
く
晴
天
が
続
く
日
に
、

薬
液
が
葉
先
か
ら
し
た
た
り
は
じ
め
る
程
度
の

量
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

【
着
果
小
樹
】は
、粗
摘
果
は
行
わ
ず
に
、８
月

か
ら
の
仕
上
げ
摘
果
を
中
心
に
行
い
、樹
上
選

別
を
行
う
。生
理
落
果
を
軽
減
す
る
為
に
は
、

樹
勢
の
強
い
新
梢
の
芽
か
き
や
、果
実
へ
の
被
さ

り
枝
の
除
去
を
行
い
、果
実
に
日
が
当
た
る
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
晩
柑
類

早
期
摘
果
は
樹
勢
を
保
ち
、大
玉
生
産
を
め

ざ
す
た
め
に
は
重
要
な
作
業
で
す
。

八
朔
で
は
、６
月
の
早
期
か
ら
粗
摘
果
を
行

い
大
玉
果
生
産
を
目
標
に
行
い
ま
し
ょ
う
。着

果
過
多
樹
や
奇
形
果
・
傷
果
・
小
玉
果
・
な

ど
を
中
心
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

不
知
火
や
は
る
み
で
は
、ま
ず
樹
勢
の
維
持

を
目
的
に
樹
冠
上
部
３
分
の
１
程
度
の
全
摘

果
を
行
い
、夏
芽
の
発
生
を
促
し
ま
す
。残
り

の
３
分
の
２
は
、初
期
一
発
摘
果
を
目
標
に
行

い
ま
す
。残
す
果
実
は
、葉
数
が
５
枚
以
上
の

有
葉
果
を
残
す
様
に
し
ま
す
。最
終
的
に
は
、

葉
果
比
で
100
：
１（
葉
100
枚
に
１
つ
の
果
実
）に

な
る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

抜
け
が
遅
い
の
で
、除
袋
は
２
～
３
回
に
分
け

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
反
射
マ
ル
チ
敷
設

マ
ル
チ
が
必
要
な
品
種
で
は
、反
射
マ
ル
チ

を
敷
く
こ
と
で
、着
色
し
に
く
い
品
種
や
下
枝

に
あ
る
果
実
の
着
色
を
促
進
さ
せ
る
事
が
出

来
ま
す
。
敷
設
時
期
は
除
袋
後
２
～
３
日
後

の
、果
実
の
先
端
部
が
少
し
着
色
し
始
め
た

頃
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柿●
側
枝
は
く
皮

刀
根
早
生
で
は
果
実
肥
大
と
着
色
促
進
に

よ
る
早
期
出
荷
を
目
的
と
し
て
、３
本
切
り
回

し
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。処
理
時
期
は
満
開

後
30
～
40
日（
６
月
上
中
旬
）頃
が
目
安
と
な

り
ま
す
。２
～
３
年
ぐ
ら
い
の
や
や
強
い
立
ち

枝
に
、ハ
サ
ミ
を
用
い
て
側
枝
の
皮
に
切
傷
を
３

本
入
れ
る
こ
と
で
、は
く
皮
処
理
と
同
様
の
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

●
摘
果

摘
果
時
期
は
、生
理
落
下
が
終
わ
っ
た
６

月
下
旬
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。キ
ズ
果
、変
形

果
・
ス
ジ
果
・
三
角
果
を
摘
果
し
ま
す
。遅
れ

花（
２
番
花
）果
は
す
べ
て
落
と
し
ま
す
。着
果

が
多
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、ふ
と
こ
ろ
や
・
す
そ
枝

の
果
実
も
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

●
フ
ル
メ
ッ
ト
処
理

果
実
肥
大
を
促
進
さ
せ
る
為
に
フ
ル
メ
ッ
ト

処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
使
用
時
期
は
開
花

後
20
～
30
日
で
、濃
度
は
2.5 

ppm（
水
４
ℓ
に
フ
ル

メ
ッ
ト
１
本
）で
、薬
剤
が
均
一
に
付
着
す
る
よ

う
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
仕
上
げ
摘
果

仕
上
げ
摘
果
は
６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に

行
い
ま
す
。果
実
の
生
育
を
見
な
が
ら
キ
ズ
果
、

変
形
果
・
ス
ジ
果
を
中
心
に
摘
果
し
、１
㎡
あ

た
り
25
～
30
果
残
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

落
葉
果
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

梅
南
高
梅
の
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
適

期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。青
梅
の
適
期
と
は

一
般
的
に
果
実
表
面
の
毛
じ
の
抜
け
具
合
で

判
断
さ
れ
、２
～
３
割
で
果
面
に
て
り
が
出
る

頃
が
適
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
梅
干
し
や
漬
け
梅
に
は
熟
し
た
果
実

が
用
い
ら
れ
ま
す
。青
梅
か
ら
完
熟
ま
で
収
穫

期
間
が
長
い
為
、す
す
班
病
の
発
生
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

李
す
も
も
に
つ
い
て
も
６
月
に
入
れ
ば
早
生
品

種
の
主
力
で
あ
る
大
石
早
生
の
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
。収
穫
適
期
は
、果
皮
の
着
色
や
地
色

の
抜
け
具
合
、果
肉
の
硬
さ
な
ど
か
ら
判
断
し

ま
す
。
品
種
ご
と
に
収
穫
適
期
の
目
安
や
追

熟
特
性
が
異
な
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
特

性
を
理
解
し
て
適
期
収
穫
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桃
早
生
品
種
で
は
、収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。未

熟
果
は
食
味
が
悪
く
、逆
に
過
熟
果
は
傷
み
や

す
い
の
で
、適
期
収
穫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
除
袋

２
重
袋
の
除
袋
の
時
期
は
、収
穫
約
10
日

前
頃
で
す
。袋
の
中
の
果
実
が
張
っ
て
き
た
状

態
で
、全
体
的
に
緑
色
が
抜
け
て
白
っ
ぽ
く
な

り
、果
梗
部
と
縫
合
線
周
辺
に
は
ま
だ
緑
色

が
残
っ
て
い
る
状
態
で
除
袋
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
除
袋
が
遅
れ
る
と
、十
分
着
色
し
な
い
う

ち
に
熟
期
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。地
色
の
抜
け
方
は
、着
果
部

位
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。樹
の
上
部
で
は
色

抜
け
が
早
く
、樹
の
下
部
や
ふ
と
こ
ろ
で
は
色

表1. 6〜7月のみかん・中晩柑類防除例

時　期 品　目 対象病害虫 薬剤名 倍　数 収穫前使用
日数／回数

6
月
上
旬

みかん
中晩柑類

黒点病 ジマンダイセン水和剤 600 倍 みかん 30 ／ 4
中晩柑 90 ／ 4

カイガラムシ類幼虫 トランスフォームフロアブル 2000 倍 1 ／ 3

ミカンハダニ ハーベストオイル 200 倍 －／－

7
月
上
中
旬

みかん
中晩柑類

ミカンハダニ
ミカンサビダニ
チャノホコリダニ

メビウスフロアブル 3000 倍 みかん 7 ／ 2
中晩柑 14 ／ 2

カイガラムシ類
チャノキイロアザミウマ スプラサイド水和剤 1500 倍 みかん 14 ／ 4

中晩柑 90 ／ 4

黒点病 エムダイファー水和剤 600 倍 みかん 60 ／ 2
中晩柑 90 ／ 4
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
じ
く

●
誘
引

新
梢
が
40
～
50
㎝
伸
長
し
た
頃
に
誘
引
を

行
い
ま
す
。誘
引
す
る
こ
と
に
よ
り
風
ス
レ
の

防
止
、結
果
枝
間
隔
の
確
保
等
に
つ
な
が
り
ま

す
。結
果
枝
は
片
側
40
㎝
間
隔
で
左
右
交
互
に

誘
引
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ブ
ド
ウ
大
粒
（
露
地
）

●
摘
粒

病
害
虫
被
害
果
や
傷
果
を
取
り
、果
粒
が

き
れ
い
な
配
列
に
な
る
よ
う
に
外
向
き
の
も
の

を
残
し
ま
し
ょ
う
。内
向
き
や
ふ
と
こ
ろ
の
果

粒
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
す
る
の
で
取
り
除
き

ま
し
ょ
う
。ハ
サ
ミ
で
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。巨
峰
の
１
粒
の
平
均

が
12
ｇ
で
１
房
38
粒
に
す
る
と
450
ｇ
の
房
に
、ピ

オ
ー
ネ
の
１
粒
の
平
均
は
15
ｇ
で
１
房
34
粒
に

す
る
と
500
ｇ
の
房
と
な
り
ま
す
。（
あ
く
ま
で

目
安
で
す
）

花

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
ゃ
く
や
く

６
月
に
入
る
と
翌
年
の
立
茎
本
数
の
形
成

期
、８
月
に
は
花
芽
形
成
期
と
な
り
ま
す
。こ

れ
か
ら
の
管
理
が
翌
年
の
生
育
に
大
き
く
影

響
し
、と
て
も
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

第
２
回
目
の
追
肥
と
し
て
、紀
の
里
５
号
ペ

レ
ッ
ト
を
10
ａ
あ
た
り
140
㎏
施
用
し
て
く
だ
さ

い
。乾
燥
防
止
と
土
づ
く
り
の
為
、敷
き
ワ
ラ
や

バ
ー
ク
堆
肥
等
の
施
用
を
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

１
週
間
以
上
晴
天
が
続
き
、土
壌
が
乾
燥
す
る

場
合
は
か
ん
水
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

・
斑
葉
病

コ
サ
イ
ド
3000 

1000
倍
ま
た
は
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
600
倍

・
白
紋
羽
病
・
根
黒
斑
病

フ
ロ
ン
サ
イ
ド
Ｓ
Ｃ（
フ
）1000
倍
と
リ
ゾ
レ
ッ
ク
ス

（
水
）500
倍
を
混
用
し
発
生
箇
所
の
み
土
壌
灌

注
し
て
く
だ
さ
い
。

※
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
が
多
い
場
合
は
、ト
リ
フ

ミ
ン（
水
）2000
倍
、ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
発
生

園
で
は
ネ
マ
ト
リ
ン
エ
ー
ス（
粒
）を
10
ａ
あ
た

り
20
㎏
散
粒
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ひ
ま
わ
り

元
肥
は
基
本
的
に
施
用
し
な
い
で
播
種
し
ま

す
。草
丈
20
～
30
㎝
ぐ
ら
い
に
な
る
と
生
育
に
ム

ラ
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
は
紀

の
里
化
成
403
を
局
所
施
用
し
、草
丈
を
揃
え
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、生
育
後
半
の
葉

色
が
薄
い
時
は
千
代
田
化
成
549
を
少
量
施
用

し
て
く
だ
さ
い
。

タ
キ
イ
種
苗
の
サ
ン
リ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ
に
は
45

日
・
50
日
・
55
日
と
３
タ
イ
プ
あ
り
各
タ
イ
プ

ご
と
に
数
品
種
あ
り
ま
す
。45
日
タ
イ
プ
は
短

日
期
出
荷（
５
月
・
11
月
）で
草
丈
が
短
く
出

荷
規
格
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。気
温
の
低
い
時
期
は
予
定
よ
り

10
日
位
遅
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
連
続
播
種

す
る
場
合
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
が
多
い
場
合
は
、ト
リ
フ

ミ
ン（
水
）2000
倍
・
パ
レ
ー
ド
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
4000

倍
・
ア
フ
ェッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
2000
倍
の
い
ず
れ

か
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

葉
ボ
タ
ン

播
種
床
の
準
備
を
行
い
ま
す
。播
種
床
は
バ

ス
ア
ミ
ド
微
粒
剤（
１ａ
当
た
り
３
㎏
）で
土
壌

消
毒
、ま
た
は
太
陽
熱
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
処
理
期
間
は
、バ
ス
ア
ミ
ド
で
約
２
週
間
、

太
陽
熱
消
毒
で
３
週
間
か
ら
１
ヶ
月
で
す
。太

陽
熱
消
毒
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、直
播
栽
培
の
場
合
も
、播

種
床
と
同
じ
よ
う
に
本
田
の
土
壌
消
毒
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。そ
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
土
壌

改
良
剤
と
元
肥
を
投
入
し
て
行
い
、畝
立
て
後

透
明
マ
ル
チ
を
か
ぶ
せ
処
理
を
行
い
ま
す
が
播

種
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
。

●
元
肥

苦
土
入
り
セ
ル
カ
……
…
…
…
…
…
…
120
㎏

Ｂ
Ｍ
ヨ
ー
リ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40
㎏

※
連
作
地
は
不
要

ス
ー
パ
ー
Ｉ
Ｂ 

Ｓ
562
…
…
…
…
…
…
…
50
㎏

紀
の
里
５
号
ペ
レ
ッ
ト
……
…
…
…
…
…
40
㎏

品
種
は
、晴
姿（
白
系
）、恋
姿（
赤
系
）を
用

い
ま
す
。定
植
間
隔
は
７
㎝
の
６
条
植
え
を
基

本
と
し
ま
す
。

表2. 6月～７月上旬の施肥例

品　目 時　期 施　　　　肥　　　　名

梅 7 月上旬
（通常栽培）

礼肥
紀の里 5 号ペレットを 10a あたりに 60kg を
基準に施用

桃 6 月中下旬
追肥（中晩生種）
紀の里 1 号配合を 10a あたりに 40kg を基準
に施用（施肥量は樹勢に応じて加減する）

柿 6 月下旬～
7 月上旬

夏肥（中谷早生・富有柿）
化成高度 550 を 10a あたりに 60kg を基準に
施用

表1. 6月～７月上旬の防除例

品　目 時　期 対象病害虫 薬剤名 倍数 収穫前使用
日数／回数

梅 6 月
（木熟南高）

（展着剤）
黒星病・すす斑症

ネオエステリン
アミスター 10 フロアブル

5000 倍
1500 倍

－／－
1／3

李 収穫前 カメムシ類
灰星病

スタークル顆粒水溶剤
ロブラール水和剤

2000 倍
1500 倍

1／3
1／3

桃

収穫前
（早生・中生種）

（展着剤）
シンクイムシ類
ホモプシス腐敗病・灰星病

ネオエステリン
ロディー乳剤
ベルクート水和剤

5000 倍
1000 倍
2000 倍

－／－
1／5
1／3

6 月中旬
（中晩生種）

（展着剤）
シンクイムシ類・モモハモグリオガ
カメムシ類
黒星病・灰星病

ネオエステリン
スタークル顆粒水溶剤
ストロビ－ドライフロアブル

5000 倍
2000 倍
2000 倍

－／－
1／3
1／3

7 月上中旬
（晩生種）

（展着剤）
シンクイムシ類・モモハモグリオガ
クビアカツヤカミキリ
黒星病・灰星病
ホモプシス腐敗病

ネオエステリン
テッパン液剤
オンリーワンフロアブル

5000 倍
2000 倍
2000 倍

1／2
1／2
1／3

柿

6 月上旬

カキクダザミウマ
フジコナカイガラムシ
カキノヘタムシガ
落葉病・炭疽病・うどんこ病

モスピラン顆粒水溶剤
キノンドー顆粒水和剤

2000 倍
1000 倍

1／3
14／5

6 月下旬～
7 月上旬

落葉病・炭疽病・うどんこ病
フジコナカイガラムシ幼虫
カキクダアザミウマ

スコア顆粒水和剤
スプラサイド水和剤

3000 倍
1500 倍

1／3
30／3

キウイ
フルーツ

6 月上中旬 キイロマイコガ
果実軟腐病

フェニックスフロアブル
アリエッティ水和剤

4000 倍
600 倍

7／3
120／2

6 月下旬
果実軟腐病
キウイヒメヨコバイ
カメムシ類

ダコニール 1000
ダントツ水溶剤

1000 倍
2000 倍

60／7
1／3

7 月上中旬 クワシロカイガラムシ
果実軟腐病

スプラサイド水和剤
ベルクート水和剤

1500 倍
1000 倍

60／3
1／5

いちじく

6 月上旬
（展着剤）
疫病
アザミウマ類

スカッシュ
ダコニール 1000
モスピラン顆粒水溶剤

2000 倍
2000 倍
2000 倍

－／－
1／2
1／3

6 月中旬
（展着剤）
さび病
アザミウマ類

スカッシュ
アンビルフロアブル
ディアナＷＤＧ

2000 倍
1000 倍
5000 倍

－／－
1／2
1／2

6 月下旬

（展着剤）
疫病
アザミウマ類
カミキリムシ類

スカッシュ
ライメイフロアブル
ダントツ水溶剤

2000 倍
3000 倍
2000 倍

－／－
1／3
3／3

7 月上旬
（展着剤）
ヒラズハナアザミウマ
さび病

スカッシュ
コテツフロアブル
トリフミン水和剤

2000 倍
2000 倍
2000 倍

－／－
1／2
1／3
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Topics News

生活部より ─「家の光図書」今月の一冊を紹介
少量でおいしい ジッパー袋でかんたん 季節の保存食
榎本美紗 1,200円＋税

梅干し、みそ造り、塩麴などに興味はあるけれど、手間をかける時間はない
し、特別な道具もない。そんな方でも手軽にできる、ジッパー付き袋を使った、
季節の保存食の作り方をご紹介します。ぬか漬け、生姜ジンジャーエール、塩
麹など、一見難しそうなものでも、簡単に少量から作れるレシピなので、たくさんの量はいらないとい
う方にもおすすめです。
●ご注文は、JA紀の里各支所・事業所の購買窓口までお申し込みください！

生
活

販
売

女性大学（ダム・エコル）　第１２期生大募集！！
毎年好評を博している「女性大学（ダム・エコル）」が今年も開校します。

期 　 　 間 ／ 令和２年７月～令和３年３月まで
講 義 時 間 ／ ＡＭ９：３０ ～ ＡＭ１１：３０
受  講  料 ／ １０，０００円（ＪＡ紀の里本人口座より振替）

※上記以外の材料費など費用はいただきません
（但し、１２月の視察研修参加者は一部自己負担があります）

対  象  者 ／ 紀の川市・岩出市在住の２０才 ～ ５０才の女性
※乳幼児保育サービスあります（１回５００円）

★募集定員 ／ ３０名（募集期間：６月１５日 ～ ６月２５日）
※尚、事情により日程変更する場合がございます

【お問合せ先】 ＪＡ紀の里 本所生活部　ＴＥＬ：0736‐77‐7808　ＦＡＸ：0736‐77‐0205

開　催　日 講　　　義 内　　　　　容

令
和
２
年

７ 月２１日（火） 入学式・つまみ細工 入学式・江戸時代から伝わる日本伝統工芸です。日本の美を手作りしましょう

９ 月１６日（水） 発酵ジュース（いちじく） 旬のフルーツを使って、発酵ドリンクを作りましょう

１０月２１日（水） スイーツ作り（ロールケーキ） 生クリームたっぷりフワフワケーキ

１１月１８日（水） 野菜収穫とＪＡについて 何が収穫できるかお楽しみ！長靴を履いて農園へ

１２月 ８ 日（火） 視察研修 一部自己負担あります

令
和
３
年

１ 月１３日（水） 米こうじ味噌作り 我が家だけの味 手作り味噌！！

２ 月１７日（水） 八朔ぽん酢 紀の川市の八朔でおいしいポン酢作り

３ 月予定 アレンジフラワー・卒業式 ブリザードフラワーを使ってアレンジしましょう

和歌山の梅出荷スタート！！
和歌山県の代表的特産物である梅の出荷がスタートしました。
果 実の周 年 供 給 産 地である

「ＪＡ紀の里」梅から令和２年産
の果実出荷が本格的にスタート
します。

「信頼のブランド紀の里」とし
て皆様へ安心・安全と四季を感じ
ていただける農産物を提供して
いきます。

 JAカレンダー

6月

20 土 ・通常総代会
・理事会・監事会

25 木 ・農業塾

28 日 ・渉外休日相談
・税務無料相談会

7月

21 火 ・ダム・エコル入学式
・農業塾

28 火 ・理事会
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Topics News ［トピックスニュース］

めっけもん広場だより 
4月・5月と在宅時間が長くな

り、いろんな事に挑戦されてい
ると思いますがこんな時こそ、昔
ながらの手作りの味に挑戦してみませんか？
「梅・しそ・新生姜」等、今の季節にしかない地元和歌山の旬の食材を使って、我が家の味を楽しん

でもらってはいかがでしょうか。
これらの商品には免疫力を高める効果もあり、これからの季節には「なくてはならない」ものです。
梅ジュース・しそジュース・梅干し・甘酢漬け等手軽に出来るものから挑戦してみてはいかがでしょうか？
めっけもん広場にて各種レシピを用意しております。クックパッドでも紹介

していますので是非チャレンジしてください。
また、めっけもん広場ではお得なポイントカード会員を募集しています。ラ

イン会員も同時募集していますので是非ご利用下さい。

OINACITYだより
毎週日曜日(朝9時～12時迄) 湯浅漁協ハタナカ鮮魚さんの鮮魚販売
６/17 ＯＩＮＡの日詰め放題とＯＩＮＡ食堂オープン
※予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

営
農

水稲委託苗の引き渡しが始まりました
品種については昨年同様、極早生種「キヌヒカリ」と中生種「きぬむすめ」・晩生種「ヒノヒカリ」の3品種

の構成です。
予約枚数はキヌヒカリで約4,500枚、きぬむすめで約5,600枚、ヒノヒカリで約3,600枚と全体で約

13,800枚と多くの注文をいただきました。
引き渡しは６月上旬から始まり、最終引き渡しの６月１９日まで行っています。

ＪＡの農家支援 農業経営事業の農作業受託を行っています
農作業受託はJA自らが農業担い手機能を発揮し、労働力の確

保対策などに取り組むことです。
3月の外務デーに農作業委託のチラシを配布してから3月末ま

でに９件の柿の摘果作業の依頼がありました。
職員が行う作業は、素人のため遅いですが、「丁寧にやってく

れている」ということを目標に農作業に取り組んでいます。
これからも農作業の労働力の一端を担えるように事業の取り組

みを行います。
何でも相談してください。

https://www.ja-kinosato.or.jp/01_mekkemon

めっけもんHP

https://cookpad.com/kitchen/3201710

クックパッド

https://www.ja-town.com/shop/c/c5606

バーチャルめっけ

柑橘類・柿の着花状況調査
5月8日に管内の主力品目である柑橘類・柿の開花状況調査を管内123園地で行

いました。今年は４月中旬頃の気温が低く推移したので、暖冬による開花への影響が
少なく満開日は平年より１日程度早い予想となりました。

着花指数は、平年よりもやや多い傾向でした。平年比では、極早生みかんが
104％、早生みかんが107％、普通みかんが108％となりました。

中晩柑類の八朔では平年を上回る傾向となりましたが、不知火、清見では平年よ
りやや少ない傾向となりました。

園地別、樹別には着花のバラツキがありましたが、今年は着果量を確保する為に、
「かぶさり枝の除去」や「芽かき」が当面の生産対策になります。

柿の着花状況調査では、中谷早生の満開日は5月14日で平年より1日遅く、刀根
早生では5月16日と平年より3日遅い予想となりました。

作況は、平年作が見込まれます。摘蕾忘れや２番果の見直しを早期に行い大玉生
産を目指しましょう。
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購
買

播州の糸 

うどん 

手延素麺 

揖保乃糸 

手延素麺 

揖保乃糸 

播州の糸 
そうめん 

播州の糸  

ひやむぎ  

取　扱　商　品
手延素麺 揖保乃糸9㎏（紙箱）……………¥9,050 播州の糸 　うどん（240g×15袋）……… ¥1,500
手延素麺 揖保乃糸9㎏（木箱）……………¥8,700 播州の糸 そうめん（240g×15袋）……… ¥1,500

播州の糸 ひやむぎ（240g×15袋）……… ¥1,500
（税込）

アツ〜イ夏を乗り越えよう
☆麺類で内食応援☆
購買部では、内食応援として手軽に食せる麺類を特別価格にてご提供しています。（6月30日迄）
週末、そうめんやうどんを使った料理にチャレンジしてはいかがでしょうか。
通常価格より割引した価格にてご提供させていただきます。
ご注文・お問い合わせは各支所・事業所・購買窓口へ
※「内食（ないしょく、うちしょく）」とは、外食の対語で、家で素材から調理したものを食べることです。

介護センターだより
介護豆知識 ～紙おむつを洗濯物と一緒に洗濯してしまった時～

誤って紙おむつを洗濯してしまって、洗濯後の衣類や洗濯機にゼリー状の物がついたことはない
でしょうか？

ゼリー状の物は水を含んだポリマー（高分子吸水剤）というものです。
ポリマー自体は肌に付着しても問題はありません。

●紙オムツを洗濯してしまった時の対処法は、
1.脱水後の洗濯物を洗濯機から取り出し、洗濯物を振り、できる限り付着したゼリー状の物を落と

して下さい。（床に新聞紙などを敷き、その上で振ると、後始末が便利です。）
2.洗濯槽内部に残ったものはティッシュペーパーや布などできれいに取り除きます。くず取りネッ

トの中や排水口も確認して下さい。
3.洗濯物を全て洗濯機に入れ、もう一度水だけですすぎ洗う。
4.洗濯物は乾燥機を使わずに自然乾燥させる。（乾燥機にかけると、ポリマーが溶けるのでＮＧ）
5.乾燥した衣類をよく振ってポリマーを落とし、残っている付着物はガムテープや粘着テープ等

で取り除いてください。

■那賀支所	 ☎（0736）75-3152

■粉河支所	 ☎（0736）73-3202

■川原事業所	 ☎（0736）73-4020

■長田事業所	 ☎（0736）73-3071

■竜門事業所	 ☎（0736）73-3125

■鞆渕事業所	 ☎（0736）79-0002

■打田支所	 ☎（0736）77-6980

■桃山支所	 ☎（0736）66-1137

■貴志川支所	 ☎（0736）64-2600

■岩出支所	 ☎（0736）62-4361

お問合せは、お近くの支所・事業所まで
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Topics News ［トピックスニュース］

お
知
ら
せ

UIターン就農相談フェア開催についてのお知らせ
県内で新たに農業を始めたいと考えている方を対象に、就農に関する様々な内容について相談をお受け

します。また、先に新規就農された方の話を聞くことができる「新規就農セミナー」も同時に開催します。お
気軽にご参加ください。

 なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、本フェアを中止する可能性があること
を申し添えます。

日 時 7月5日（日）10：00～15：00（新規就農セミナーは11：00～12：00）
場 所 和歌山県JAビル1階アグリテラス・めぐみ館（和歌山市美園町5-1-1）

※新規就農セミナーは2階 2－A会議室にて開催

相談受付内容
◦就農相談（研修、資金、農地、雇用就農等）　◦農林大学校進学相談　◦林業就業相談
◦移住相談　◦一部の市町担当者による各市町の支援や受入についての相談
※内容を変更する場合がございますので、開催日前にＨＰ等でご確認ください。
※申し込みは不要です。
お問い合わせ
・県就農支援センター　TEL：0738-23-3488　Eメール：e0716011@pref.wakayama.lg.jp

金
融

令和元年度 共済連県本部表彰受賞者（優績LA）
●総合優績表彰 
　　澤 田  祥 浩（粉河支所）

●部門表彰
　　羽 端  雄 大（打田支所）
　　中 林  貴 志（那賀支所）

●新任LA優績表彰
　　土井 康太郎（貴志川支所）
　　今 垣  宏 隆（那賀支所）

理 事 会

だ よ り  

第1回 理事会が4月30日、ふるさとセンターで開催されました。
第１号議案	 令和元年度本決算について
第２号議案	 定款の変更（案）について
第３号議案	 農地利用集積円滑化事業規程の廃止について
第４号議案	 農業経営規程の変更について
第５号議案	 第２8回通常総代会の開催（案）について　
第６号議案	 県検査指摘事項に対する改善状況等報告について
第７号議案	 令和２年度会計監査法人に関する監査報酬の件について
第８号議案	 ＪＡ住宅ローンつなぎ資金融資要項の変更について
第９号議案	 出資金の減資減口について
第１０号議案	 地区別総代会の開催について　
第１１号議案	 全地区等役員候補者の選出について

和歌山労働局からのお知らせ
事業主の皆さまへ
令和２年度の労働保険年度更新について
「労働保険」とは、労災保険と雇用保険を総称したもので、年度当初に労働保険料を概算で申告・納付

し、翌年度当初に確定精算することとなっています。この手続きを「年度更新」といいます。
事業場あてに年度更新用の申告書が郵送されますので、申告書を作成の上、令和２年度については、６

月１日から８月３１日までの間に申告・納付をお願いします。
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、申告書の提出にあたっては、電子申請や郵送

の積極的なご活用をお願いします。
また、新型コロナウイルス感染症の影響による労働保険料等の納付猶予の特例もあります。
詳しくは、和歌山労働局のホームページをご覧いただくか、和歌山労働局総務部労働保険徴収室

（☎073-488-1102）までお問い合わせください。
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ラッキョウ
 〜初夏が旬の薬効野菜〜 

野菜ソムリエ上級プロ
KAORUの

イラスト：小林裕美子
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（
平
野
さ
ん
）

お便り
　紹介

ほっとひと息

●4月号の当選者は次の方々です。
岡さん　南さん　小坂さん　高橋さん　瓦間さん　おめでとうございます★

クロスワードパズル 頭 の 体 操

二重マスの文字を A 〜 D の順に並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨ コ の カ ギタ テ の カ ギ

1 そんなの簡単さ、○○○○前
だよ

4 6月ごろの長雨のこと

6 東京と北京では１時間、東京
とモスクワなら6時間

7 ラブレターです

9 漢字で書くと金糸雀。美しい
声で鳴く小鳥です

10 学級○○○の進行で学級会
が行われた

12 下仁田ネギや水沢うどんで
知られる県

14 ○○○○は210円、往復で
420円です

16 ホッキョクグマの別名です

17 黒、赤玉、鹿沼といえば

18 停留所に止まりながら客を運
びます

19 宴会によく使われる飲食店

1 初夏にピンクや紫色の花を
咲かせます

2 パンダの餌になる植物

3 相撲取りのリングネーム

4 煮た小豆に砂糖を混ぜて作
ります

5 那須与一はこれの名手

8 出口の反対語

9 湖などの水を取り除いて陸
地にすること

11 ギリシャ神話の登場人物。鳥
の羽根をろうで固めて翼を作
り、空を飛びました

13 臼でひいて粉にした茶

15 入院した友人のお○○○に
行った

16『桃太郎』でおじいさんが刈
りに行った物

17 刀の手で持つ部分

出題／ニコリ

加工品
プレゼント

何が当たるかナ!?

？
答えは、ハガキに　1. 答え　2. 住所　3. 氏名　4. 電話番号　5. ご

意見・ご要望をご記入の上、（〒 649-6494）紀の川市上野 12 番地 5 
JA 紀の里総合企画部クロスワードパズル係までお送りください。

抽選で５名の方にＪＡ紀の里特産の加工品をプレゼントします。
	 （６月２０日消印まで有効）

前号の解答

ABCDE
「シヨウブユ」
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足
守
神
社
は
、全
国
で
も
珍
し
い
足

の
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
と
し
て

知
ら
れ
、地
元
で
は「
あ
し
が
み
さ
ん
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

起
源
は
約
900
年
前
。高
野
山
の
高
僧

覚か
く

鑁ば
ん

上
人
が
山
東
を
訪
れ
、潅か

ん

水す
い

用
水

池（
現
在
の
大
池
遊
園（
紀
の
川
市
貴
志

川
町
長
山
））を
作
る
際
、工
事
で
足
を
痛

め
た
農
民
の
た
め
に
愛あ

た

宕ご

山さ
ん

足あ
し

千せ
ん

現げ
ん

大

明
神
を
勧か

ん

進じ
ん

し
、石
室
に
奉
じ
て
足
守

大
明
神
と
し
て
尊そ

ん

崇す
う

し
た
こ
と
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
絵
馬
の
代
り
に
草
履
が
納

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
、足
の
病
気

を
患
っ
た
人
や
ケ
ガ
防
止
な
ど
を
願
う
ス

ポ
ー
ツ
選
手
ら
が
訪
れ
て
い
ま
す
。毎
年

７
月
の
第
１
日
曜
日
に
は
足
に
お
灸
を

す
え
て
健
脚
祈
る
大
祭（
御ご

夢む

想そ
う

灸き
ゅ
う

）が

行
わ
れ
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
で
す
が
、道

が
細
い
う
え
に
入
り
組
ん
だ
場
所
に
鎮

座
す
る
た
め
、「
た
ど
り
つ
け
ず
に
諦
め

て
し
ま
う
人
が
い
る
」と
の
こ

と
。参
拝
す
る
際
に
は
下
調
べ

を
し
っ
か
り
し
て
か
ら
出
発
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【所 在 地】
和歌山市木枕３５３　☎ ０７３-４７８-２６３５

【アクセス】
	 和歌山電鐵貴志川線「山東駅」下車。北へ

徒歩15分。
	 県道13号和歌山橋本線を紀の川市方面
（または市街地方面）へ。途中案内看板有。

【駐 車 場】
木枕地区自治会館前に５台（無料）。駐車場か
ら徒歩５分
※迷ったときは、遠慮なく地元の人に道を聞いて

ください。
※今年の御夢想灸は、新型コロナウイルス感染

拡大を踏まえ、延期となりました。 県内広報誌共通企画

つれもていこーよ

「 

足あ

し

守が

み

神じ

ん

社じ

ゃ 

」
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
発
信

①草履のほか、鉄のわらじも納められ
ている

②境内の様子
③草履には願いを込めた木札が添え

られている

③ ①

②
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読者の広場
Reader's Square

柴
犬
の
チ
ハ
ル
ち
ゃ
ん
は
、
藤

田
さ
ん
が
松
山
の
道
後
温
泉
へ
旅

行
に
行
っ
た
時
に
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
犬
を
飼
っ
て
い
た

人
と
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
譲
り
受
け
た
犬
で
す
。

藤
田
さ
ん
の
家
に
は
チ
ハ
ル

ち
ゃ
ん
の
他
に
も
９
匹
の
犬
が
お

り
、
合
計
10
匹
飼
っ
て
い
る
愛
犬

家
で
も
あ
り
ま
す
。「
犬
が
10
匹

い
る
の
で
農
業
の
合
間
に
１
匹
ず

つ
散
歩
し
て
い
る
の
で
大
変
」
と

忙
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
、
犬
の

話
を
す
る
時
の
藤
田
さ
ん
は
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

藤田 多加雄さんのペット

チハルちゃん（メス） 
那賀支所管内

我が家のペット

我が家のペット
野田 明代さんのペット

ソフィーくん（オス） 
打田支所管内

ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
ソ
フ
ィ
ー
く
ん
。男
の
人

は
苦
手
の
よ
う
で
す
が
、家
族
の
中
で
は
い
つ

も
愛
嬌
を
ふ
り
ま
き
ま
す
。ご
主
人
の
車
の

音
は
か
な
り
遠
く
か
ら
わ
か
る
よ
う
で
、い

つ
も
玄
関
で
待
ち
伏
せ
。抱
っ
こ
を
ね
だ
り
ま

す
。し
か
し
、知
ら
な
い
人
に
は
元
気
に
番
犬

に
も
な
り
ま
す
。

好
き
な
食
事
も
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
健
康

管
理
。ま
ば
ゆ
い
瞳
が
毎
日
の
楽
し
み
で
す
。

カ
ッ
ト
に
行
っ
た
時
に
は
、写
真
を
撮
っ
て

く
れ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
て
く
れ
ま
す
。今
度
は

ど
ん
な
カ
レ
ン
ダ
ー
に
仕
上
が
る
か
な
？

鹿
か

毛
げ

 高士さんのペット

愉吉くん（オス） 
貴志川支所管内

我が家のペット

秋
田
犬
の
愉
吉
く
ん
は
、大
人
し

く
人
懐
っ
こ
い
大
切
な
家
族
の
一
員

で
す
。

名
前
の
由
来
は
健
康
に
恵
ま
れ

大
器
晩
成
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

ア
ト
ム
く
ん
と
い
う
お
兄
さ
ん

が
お
り
、と
て
も
仲
が
良
い
様
子
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

愉
吉
く
ん
の
特
技
は
散
歩
中
に

可
愛
が
っ
て
く
れ
た
人
の
家
を
覚

え
て
い
る
こ
と
で
よ
く
甘
え
に
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

最
近
は
大
き
く
な
る
の
が
早
く

こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
だ
と

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

愉
吉
く
ん
は
現
在
お
友
達
も
募

集
中
で
す
。
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雪

月

花

賃
貸
料
払
え
ぬ
店た

な
　
こ子
夏
つ
ば
め

打
田
支
所
管
内
　
　
阿
波
秀
子

薔
薇
く
れ
な
い
熱
き
紅
茶
を
午
後
の
椅
子

打
田
支
所
管
内
　
　
宇
田
篤
子

荒
廃
の
地
に
意
気
高
し
薔
薇
栄さ

か

ゆ

打
田
支
所
管
内
　
　
村
垣
昌
昭

 

霾
つ
ち
ふ
る

や
コ
ロ
ナ
の
暇
を
ル
ン
バ
す
る

打
田
支
所
管
内
　
　
ゆ

う

こ

捨
て
ら
れ
て
頭
も
た
げ
る
葱
坊
主	

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
宇
恵
孝
子

草
取
る
や
取
ら
れ
な
が
ら
も
零
す
種

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
大
浦
道
子

校
庭
の
つ
つ
じ
満
開
児
童
待
つ

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
亀
井 

美
惠
子

地じ

下か

足た

袋び

の
跡
く
つ
き
り
と
種
を
蒔
く

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
前

 

廣

休日渉外訪問活動のご案内
渉外担当者が休日に訪問させていただき、共済の請求漏れ
はないかの確認や、各種相談に対応させていただく活動を
行っています。

次回訪問は
6月28日（日）です！！

例えば…
貯金・学資金の準備・住宅の新築、リフォー
ム・車の購入・住宅ローン金利見直し・老後の
年金・相続・建物の保障生命共済（保険）の加
入内容について等

※わからないこと、困ったことは各支所渉外担当者・
各支所窓口までお気軽にお問い合せください。

※上記の日程は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

ＪＡ紀の里 税務（相続）
無料相談会のご案内！

税務（相続）についてご不明な事はございませんか…？
税理士・社会保険労務士・司法書士を招き、お一人おひとり
のご相談に丁寧にお応えします。税務（相続）に関する相談
などお気軽にご相談ください。

税務（相続）

令和2年 6 月28日（日）

令和2年 7 月26日（日）

場 所：ＪＡ紀の里 岩出支所　　時 間：１２：００～１５：００
＊ご相談はお一人様30分以内とさせていただきます。
＊ご予約優先とさせていただきます。
＊ご予約・お問い合せは各支所窓口・金融渉外担当者までお問い合せください。

令和３年度新規採用職員募集要項

┃ 待 　 　 遇  ┃
給与・手当他…… 当組合給与規程、他諸規程による
休 日…… 土、日、祝祭日、年末年始、有給他
勤 務 時 間…… 午前８：３０～午後５：１０（休憩５０分）
勤 務 地	� 紀の里（紀の川市、岩出市）管内の本所・

各支所・各事業所

┃応 募 方 法┃
次の書類を郵送又は持参して下さい。
①履歴書（最近３ヶ月以内の上半身写真添付） ②卒業（見込）
証明書 ③成績証明書※尚、応募書類の返却はいたしません

┃募集人員・応募資格┃
平成３年４月２日以降（29歳以下）生まれの方で、短大
卒・大卒又は卒業見込みの方。
人と接することが好きな方、自分の可能性に挑戦したい
積極性のある方。

┃応 募 締 切 日┃
令和２年６月３０日（火）必着

┃試 験 日 時┃
●筆記試験

日 時 　令和２年７月６日（月）午前9：0０～正午
場 所 　ＪＡ紀の里ふるさとセンター ２階

●第1次面接試験
日 時 　筆記試験終了後　午後１：００より

┃説 明 会 開 催┃
日 時 　令和２年６月２３日（火）午後１：30～
場 所 　ＪＡ紀の里ふるさとセンター ２階

（紀の川市西大井３２６番地、 下地図参照）
〔予約は不要です〕

┃応 募・問 合 せ 先┃
〒６４９-６４９４ 和歌山県紀の川市上野１２番地５
紀の里農業協同組合 総合企画部人事教育課
☎０７３６-７７-７８０１
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昔むかし
むかし

乙お
と

姫ひ
め

様さ
ん

ち
ゅ
う
た
ら
、竜り

ゅ
う

宮ぐ
う

城じ
ょ
う

に
住

ん
で
る
わ
な
。竜
宮
城
ち
ゅ
う
た
ら
、水

の
中
や
し
て
よ
。海
の
中
と
か
、川
の
底

に
も
あ
る
け
ど
、川
の
流
れ
て
る
と
こ
違ち

ご

て
、水
の
た
ま
っ
て
る
深
い
淵ふ

ち

の
中
に
竜

宮
城
て　

あ
る
ら
し
の
。椀
淵
ち
ゅ
う

所と
こ

あ
ら
い
て
よ
。む
か
し
、そ
こ
ぃ
行
っ
て

「
お
椀わ

ん

貸か

し
て
よ
お
、あ
し
た
、お
客き

ゃ
く

さ

ん
お
お
ぜ
い
来
る
よ
っ
て
に
」て
声
か
け

た
ら
、岩
の
上
に
お
椀
よ
う
さ
ん
出
て
た

ん
や
と
。そ
い
で
、そ
こ「
椀
淵
」ち
ゅ
う
ん

や
け
ど
、む
か
し
、順じ

ゅ
ん

番ば
ん

に
よ
そ
の
家
ぃ

集
ま
っ
て　

ご
ち
そ
う
食
べ
る
会
あ
っ
た

ん
や
と
。あ
る
晩
の
こ
と
に
、み
な
で　

ご
ち
そ
う
食
べ
て
た
ら「
う
ち
も　

ま
え

て
よ
」ち
ゅ
う
て
、見
た
こ
と
も
な
い
美
し

女
の
人
来
た
ん
や
と
。そ
い
で
、い
っ
し
ょ

に
ご
ち
そ
う
食
べ
て
た
ら「
こ
ん
ど
、う
ち

に
も
来
て
よ
」ち
ゅ
う
ん
や
と
。ほ
い
て
、

次
の
年
に　

み
な
で
約や

く

束そ
く

の
場
所
、そ
こ

椀
淵
や
っ
た
ん
や
け
ど
、行
っ
て
待
っ
て
た

ら
、昨き

ょ

年ね
ん

の
娘
さ
ん
出
て
き
て
よ「
み
な

さ
ん
、目
ぇ
つ
ぶ
っ
て
て
よ
」ち
ゅ
う
ん
や

と
。ほ
い
て
、目
ぇ
つ
ぶ
っ
て
た
ら
、な
ん

と
竜
宮
城
ぃ
着つ

い
た
ん
や
と
。ほ
い
て
、よ

う
さ
ん
ご
ち
そ
う
よ
ば
れ
て
、帰い

ぬ
時
も

目
ぇ
つ
ぶ
っ
て
た
ら
、ち
ゃ
ん
と
帰
ね
た
ん

や
と
。そ
の
女
の
人
、椀
淵
の
底
に
あ
る

竜
宮
城
の
乙
姫
様
や
っ
た
ん
や
て
。

	

『
旧
桃
山
町
の
お
は
な
し
』よ
り

旧桃山町のお話

椀
わ ん

淵
ぶ ち

の 乙
お と

姫
ひ め

さ ん

発行日：令和2年6月5日　編集：総合企画部

※写真はイメージです


